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井上哲次郎の賦訂増英華字典選に於ける

訳語の修訂についての考察（皿）

一瞬義語・類義語の入れ替えによる訳語の修訂一

金 敷　雄

一、はじめに

　井上哲次郎のζ訂増英華字典薩1重1では底本である礁ブシャイドのゼ英華字

典｝21の訳語について、おおまかに分けて次の響つの面で酸訂を施している壱

　・訳護の灘減1訳語の一部または全藻が承来対癒していた英議のところがら

　　　　　　　　外されたもの。これに麗してはすでに搬稿③で考察してみ

　　　　　　　　た。

　・訳語の修訂：本来の訳語についての改訂。その内、符号に関わる訳語の修

　　　　　　　訂と字顯の変更による譲語の修籔に関してはすでに搬稿騰で

　　　　　　　考察してみた。

　・訳読の新設1底本では訳語がなかった見鐵し藷及び子見鐡しの英語に訂増

　　　　　　　版で褥めて訳語を懸けたもの。

　・訳詩の増補：底本の訳語の上に新たな訳語を補充したもの。

　本稿では井上哲次郎のゼ訂増英華字典盤における訳語の修訂の全容を解隣す

る一環として、講義語・類義語の入れ替えによる誤認の修訂について考察して

みたい。ただし、以下のものは本稿で籔わ撫・。

　・元の訳読と修訂された談議が纏の意妹で講義語・類義藷であっても、英藷

　　との対癒から見て丸購義語・類義語にならないもの。
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　・字顯の変更による講義語・類義語の入れ替えとなっても・るもの。

　・訳語の舞垂れと患われるもの。「登温麺滋語蓋，H滋蓋纏輝曲，簸．雌の項の訳語

　「讃美爺秘華」から「護美罵秘華」への修訂がその一纒である。

　・異誌字の入れ替えとなっているもの。「Ca短，箆．」の項の購」から「籔

　　への修訂がその一挺である。異体字の覇霧は主に罫漢語大字典ム糠煕字

　　輿曇に鎚っている。

　訳語の認分には句形式のものが多くあるが、それらも全藻「訳語」と称する

ことにする。また、項§によっては修訂されている訳語以外に複数の訳語が付

いている場合もある。その擦、修訂されている訳語にはアンダーラインを付し

て示す。関連語彙の崖麺を見難し語で示すが、それらは訂増版に鎚っている。

その際、晃申し語に修訂が施されているものがあっても、すべて訂増版の見出

し語だけで示すことにする。

　なお、本稿では便宜上次のような羅誘を使講ずるので・ここにまとめて提示

しておきたい。

　　　　見鐵・共通　撚　底本と訂増版の見廷1し語が同じであるもの◎

　　　　品　　　講　霊　見饑し藷の品詞は訂増版に礎っている。

　　　　英語・共通　罵　底本と訂増版の子見鐡しとしての英語が購じである

　　　　　　　　　　　　もの。

　　　、羅布・英語　罵　底本の子見鐡しの英語（井上哲次郎の訂増版でロブ

　　　　　　　　　　　　シャイドの名離を漢字で「羅奮葎徳」としていると

　　　　　　　　　　　　ころから、ヂ糶市まを購いる。以下購様）

　　　　羅布・訳語　業　底本の訳語

　　　　井上・英語　罵　訂増版の子見出しの英譲

　　　　井上・訳語　鶯　訂増版の訳語
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二、訳語の修訂

井上哲次郎のゼ訂増英華手輿潅で、底本である欝ブシャイドの蓼英華字典蓋

の訳語の難して、下の斑iの「褥倒的重から「露舞納」へのように訳語の修訂

を旛しているものが数多くあるが、奉稿では溝義誘・類義藷の入れ替えに醸寇

して考察してみたも㌔なお・訳語が対応している英誘の蒋鐵から・以下のよう

に夢見超し藷の部分」と「子見饑しの駆分3に分類することにした。

　
築
城

　
議

　
罐

　
識

一
臨

燈
騨灘

轟
翻

　　　　　　儘塔版）

趣戯臨儀鶴翼舞，縷下縫，拳愚轟

　i．晃鐵し譲の翻分

　次のi～8番はいずれも見出し藷に対癒している訳語が修訂されているもの

である。

i．見衰圭・共選　　　Ac鰻重s鑛。越s

　　晶　　　詞　　a．

　　羅奮・誤認　　得倒的，獲了的，學過納。

　　井上・訳語　　得嚢的，獲了的．撃退的。

　底本の訳譲「縁傷的3が訂増版でゼ得到的3に修訂されている（上の籔iを

参照されたい）。しかし、実質上職3と「到達の入れ替えとなっている。ζ漢

讃大字蝿によれば、「倒」は励講として縫われる擦、動馨の完了を表し、碧到」

は補譲どして使われる際、動作の効果を表すと記してある。即ち、「倒墜と

「到」はほぼ縛む意味である。したがって、騨尋倒的まと「繹到的」を講義語と

して擾うことにした。

　ちなみに、現代中国語では、このような場合、井上・訳語のほうの窪雛が
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綾羅される。

2．見出・共通

　　贔　　　講

　　羅奄・訳語

　　井上・訳読

Ac｛夏蚕s童額翠e

＆．

得灘磯．勝鰐之事物。

得到曝駈得之事鞠。

　底本の訳語「得倒職葺が訂増版で「欝到曝達に修訂されている。しかし、実

質上「倒3と甕到」の入れ替えとなっている。ゼ縄」と「到葺の意味合いは、

上のi番で述べた遍むである。したがって、ゼ得倒鶴と「得到離を疑義譲

として擾うことにした。

3．見鐵・共通

　贔　　　詞

　羅布・談議

　　井上・訳語

Atta圭登aも董ε

a．

薄得，薄警邏，可能露，再入露，薄中鷺，可及。

薄徳，可簿的，可讐到．可能讐，再入籍，霧中霧，藩及，

再獲欝到，再獲得来。

　底本の訳語「可鴛倒まが訂増版でヂ薄霧到3に修訂されている。しかし、実

質上「倒韮と畷猛の入れ替えとなっている。「翻とゼ到」の意味合いは、

上の玉番で遽べた選むである。したがって、「薄薄倒』とゼ薄霧到」を講義語

として掻うことにした。

　なお、井上・訳語の1まうの「可得的盛、「可獲籍倒3、r可獲得来まは訂増版で

新たに増補した訳語である。

4．見懲・共選

　品　　　講

　糶市・訳語

　井上・訳語

β盆）語聾豊書ss

B．

係撤仔磯行爲．似該晃之行爲。

係該発磯行露．似該見之行爲。

　底本の訳語「係鐵仔曝行爲」が訂塔版で「係該晃醜行爲雄に修訂されている。

しかし、実質上野嶽仔婆と「孩児豊の入れ替えとなっている。「鐵仔コと「孩

児並はいずれも「子供塞という意味である。したがって、「係嫌仔緩行爲達と
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夢係該晃磯行爲葺を講義譲として掃うことにした。

　ちなみに、舞代中国語では、井上・訳藷の毒まうの「孩児窪が一般的峯こ穫i絹さ

れる。

5．見鐵・共通　Fε鍵

　　晶　　　講　　v．t．

　　羅毒・訳語　　懲．畏，儀，櫻，恐，驚，揮，畏爆，恐糖，驚憶．矯，棟，

　　　　　　　　　忌憚，競，藩。

　　井上・訳語　　憾，畏，憐：，耀，恐，驚．揮，畏権，恐柏．驚槍．海，棟．

　　　　　　　　　忌憚，競，簸。

　底本の訳語「葡が訂増版で「翻に入れ替えられても・る。ヂ構雄と「梅」

はいずれも「恐れる」という意味があむ、講義誘である。

　捉え方によっては、底本の訳語ヂ翻が鶴除され、訂増版で新たに「悔3を

補i発したと見ることも可能であろう。しかし・この2藷の醍置演対癒している

上、講義語なので、本稿で擾うことにした。

6．見鐡・共通　　Feもiock

　　贔　　　講　　R．

　　羅布・訳語　　馬購毛

　　井上・訳語　　馬購毛虜

　底本の訳語新馬灘毛」は蓼毛謹を捲しているのに対して、訂増額では「劇

を付け換えることで、「部位」を捲すようになった。だから、改訂によって訳

語の意味が変化したかのように見える。しかし、英語轡eも亜ock達には」蹴餓」

とr皺紙毛」両方の意味があるから、英藷との鰐感では、訳語「馬櫛毛藩と

隔騰毛露」どちらでもいいわけである。また、「馬騰毛」と「馬騰毛礎」が指

している内容が葬常に近いものである。これらを踏まえ、訳語「馬購毛藩と

「馬騰毛刺を類義語の部類に入れ、本稿で掻うことにした。

7．晃鐡・共選　　蟄a疑δ鰻ε

　　品　　　詞　　＆．
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　　羅斎・訳認　　曙難欝蟹，聴稽倒．聴曙見，聴瀬不遜，不能聴之。

　　井上・訳語　　曙聴篠到，蕪曙箆，聴蒲不縫．不能蕪之，聴不鐙。

　この項では、まず底本の訳語ゼ曙聴得倒3が訂増版で籔曙聴得到墜に修訂さ

れている。「騨と「到墓の意味合いは、上のi番で遽べた通鯵である。した

がって・「曙聴簿蟹3と「曙聴得到達を講義藷として擾うことにした。

　また、底本の訳語「聴曙倒主が訂増蔽で見当たらなくな駅雛増版の訳語の

最後に「聴不臨が醗置されている。この2語は配粥が蝦癒していないが、こ

れを除いて、地の訳藷はまったく同じ醍列となっている。したがって、ド聴不

劇は野聴曙倒漣を修訂したものと見なすことにした。この2語はいずれも

「麟き取れな起・」という意味であむ、講義語である。

8、見越・共通

　　贔　　　詞

　　羅萄・談語

　　井上・誤認

sも簸茎）重｛玉iもy

登．

愚蚕，叢筆之事，潜檬，姦捻．愚捲，療迷，冥頑不叢。

愚蚕．慧筆之事，1警毯，叢播，愚櫨，療迷，冥頑不難，茅

塞。

　この項では、底本の訳語「姦策之事」が訂増版でゼ意筆之事擁に修訂されて

いる。しかし、実質上r轟」と「意」の入れ替えとなっている。「嚢遥と「慧董

1灘・ずれもゼおろか」という意殊がある。したがって、訳語「叢筆之事」と

ε憲筆之事藩を瞬義議として擾うことにした。

　なお、井上・訳語のほうの「茅塞まは訂塔販で新たに増補した訳語である。

　琶．子晃鐵しの鶴分

　この翻分では子見鐵しの英語に鰐癒している訳読の修訂になるが、訳語が難

広している子晃鐡しの特徴から、さらに「英語が共通するもの3と［英語に改

訂が換えられているもの」に分類することにした。

　　3．英語が共通するもの

　次のi～43番は、いずれも訂塔版で底本の子見越しの英語をそのまま継承し、
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対癒する訳語に修訂を施しているものである。

i．見出・共遜　　　Aも就鍛。糠韮y

　　品　　　講　　a伽．

　　英語・共通　　a麓tr＆蕊e讃y，沁CO嚢S量焼r段織も1㏄も稔y　i乞S¢猛

　　羅布・訳藷　　推原其事両論真理，論事之獲者。

　　井上・訳語　　推源其事藩論真理，議事之獲者。

　底本の訳語ヂ権原其事蔚論真理3の中の「原」が訂増版で「源藩に入れ替え

られている。しかし、「療」と「源」は秘ずれも「本（もと）」という意味があ

鯵、瞬義語である。したがって、ヂ推原其事瀬論其遜」と「推源其事両論其運」

を濁義誘として籔うことにした。

2．見鐵・共選　　Ac卿is嶽。簸

　　晶　　　講　　簸．

　　英語・共選　　竃溢嚢

　　羅奄・訳語　　科

　　井上・談議　　利益

　この項では、購義藷の解離と「利益涯が入れ替えられている。

3．晃鐡・共通　　　A韓rも瓢ε魏

　　品　　　講　　登．

　　英語・共通　　＆艶艶aiむ即鍵搬e賊．

　　糶市・訳語　　闘霧，閣閣，香闘．深闘，靉靆．騒内，女春誘，内青房。

　　井上・訳読　　闘霧，麟閣，香幾，深閣，靉靆，闘内，女巻饅，内脊跨。

　底本の誤認「女書霧3が訂増版で「女春闘建に入れ替えられている。「女巻

房3とゼ女春闘感はいずれも「女性の藻屋並という意殊で、同義藷である。

4．見越・共通　　　A七t3改

　　品　　　詞　　簸．

　　英語・共通　　旛8y驚＆6ε0麗段ttac装．

　　羅霧・訳藷　　打三一傷，戦一睡．打一陣。
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井上・謙譲　　打一塩，戦一懇，鋒一陣。

　底本の訳語「打一膝」が認増版で「打一陣」に修訂されている。しかし、

「練3と「瞳謡にはいずれもr篠立てまという意秣がある。したがって、ヂ打一

錬」と「持一騨達はどちらもゼ一戦する盛という意味になむ、講義語である。

ちなみに、現代中毯語では、このような場合、一毅的に井上・訳語のほうの

「陣垂が｛吏絹される。

5．見謹・共通　Atte卿も

品 詞　　簸．

英譲・共通

羅布・訳語

曲y翻麟量巌巌敏艶艶欝欝t饒s鵬至重簸ぎ

楡曙倒，楡曙成，行霧未域：。

　　井上・訳語　　楡曙到（不），楡曙成（不〉，行霧未成。

　この項は、一晃底庵の訳語「楡曙倒まと「楡嬉戯」がそれぞれ訂増蔽で「漁

繕到（不擁と誓楡曙成（不擁に修訂されているように見えるが、実は括彊緋

きの「不」は底本の発音表記の中にあったものである。それを訂堰賑でただ機

械的に訳語のすぐ後に移動してきた。その結果、このように分かりにくい形に

なったのである。これに関しては下の緩2を参黙されたい。

燦ち、この項は実質上底本の訳語彩楡嬉働盛が舞増版で「縷i曙到」に修訂さ

れただけである。r翻とr到」の意秣合いは上のr二・舅のi番で述べた

通むで、この項の「楡曙倒」と縢1曙至難を講義語として援うことにした。

國2 （底本）

∞∞@軸
�
@

（訂増版〉

滋麟鈴鰍撫翻麺錘齢欝韮紙鎮輝，緩
　一誌齢轟餐㈱露麟曲爽．馳畿塞叢糞惣磁
　麟㈱麩籔舞；癒曜皺曲登磐毒毫緬肇書，極竃鶴
　鰻醸餐鋤漉y飯擁蝕懸垂ぎ糞懸樋夢毒轟繍無難
　擁，醸癒灘｛不玉僚懲戒侮茎裾継濃歳事銚ぎ

　撫難麟雛熱賛醗紬雛壇き麟臨甑嚢璽熱
　鞍麟冬葱謀殺不落
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誰上哲次郎の瞭増英華字蝿に於ける訳認の修隷こついての考察（鉛（金敬雄）

6．見鐡・共通

　　晶　　　詞

　　英譲・共通

　　羅霧・訳語

　　井上・訳語

B＆懲e

v．七．oぎ量、

to＄搬（玉e．

戯弄火，舞諺。

戯舞人，聞諺。

　底本の誤認ゼ打診」が訂増版でr関誌］に入れ替えられている。「打諺」と

「襲諺擁がいずれもゼ漢語大講興業では確認できない。

　しかし、「諺」にはr冗談を言う葺、「からかう諜の意味がある。また、蓼漢藷

大詞典遜には「冗談を言う涯という意殊の「打麗まやゼおもしろいことを書っ

て笑わせる3という意味のヂ打診」が載っている。したがって、講じようなパ

ターンである「打診］が蓑冗談を害う」、またはヂからかう」という意練で｛甕

罵されてもおかしくないだろう。また、訂増版では野打諺」を褻聞諺」に修訂

することで、ヂ避ける、逃れる3という意味がよむ瞬確に現れ、英語［to　e擁由雄

を意識した修訂となっている。r終護遥と「関護窪を翼毅糟で熟語として確認

できないが、以上のことを鐙まえ、本稿では類義語として擾うことにした。

7．晃串・共通

　　品　　　詞

　英語・共通

　　羅薦・訳語

　　井上・訳語

B＆鍬

V、t．

も。戯鍛鞭oi撹．

徒然購瞬望，曝人。

縫然職醗望，不遂顯，禁人，敗望。

　底本の訳語「嘆人4が訂増版で「禁人」に入れ替えられている。ゼ漢語大講

典盛によれば、ギ禁3が礁」と属様で、娘を閉じて、ものを言わない」とい

う意味でも使絹されると記してある。したがって、r嘆人韮と紅禁人」を濁義

語として籔うことにした。

　なお、井上・訳語の1まうの「不遂翻とr数望茎は訂増版で新たに壊補した

ものである。

8．晃鐵・共通　　　B裁量｛量y
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　　品　　　詞　　v、童．

　　英語・共選　　tO　CG購¢擁，＆S畿3ga灘鰹，沁w猛威e3磁S願冊s　to

　　　　　　　　　農r量w｝t難登も＆墨至｝薮s　ow登欝ay．

　　羅奄・訳語　　門毬。

　　井上・訳読　　門麹。

　底本の訳語ザ門毬運が訂塔叛で肛門毯3に修訂されている。「毬蜂とヂ強盛

は疑ずれも被製のボーノ舅という意味である。したがって、「門毬膿とゼ門

麹藩を講義語として掃うことにした。

9．見慮・共通

　品　　　詞

　英語・共選

　羅布・訳語

　井上・訳語

B餓δy

簸．

段。亜油焼撹＆tも塾dower嚢鍵t財s願臨繧a憾里．

打被撰，打毬梶。

打被根，打毬糧。

　この項転実質上ヂ毬葺と強暴の入れ替えとなっている。上の8番と同様

の理密で、「打毬梶」と「打毬概を緯義語として掻うことにした。

欝．見慮・共通

　　品　　　講

　　英語・共選

　　羅布・訳語

　　井上・訳語

Ba豊k

簸．

もG縦CCO驚茎｝3簸y　o蕪eも。　t蓋e　b縦鍛藪0蜜＆rま寒e卸．

送到注手，遠法江干，送蚕簿邊，送到溝邊。

送到江干，遠法注岸，送至岸邊，送i霧海邊。

　底本の訳語r還送江平3が訂増版で「還送江劇に修訂されている。しかし、

実質上「千重とヂ岸」の入れ替えとなっている。「干」には「岸藩という意味

がある。したがって、「遠送江平」と紅遠送江津」を同義語として掻うことに

した。

　ちなみに、現代中国語では、このような場合、井上・訳読のほうの「岸3が

痩驚される。

縫．見越・共通　　Ba蕊εt
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品　　　講

英語・共通

羅辮・訳語

井上・訳藷

箆．

a〔盤r急募鑛麹eも．

機種蓼，蓄箕，蔽．擁塊箏，±籔，繋．婬。

騒擾蓼，蓄箕，漿，擁堤蓼，土簑，粟，檸。

　底本の誤認「離涯解毒増版で瞭鑓に修訂されている。ゼ漢語大字輿選によ

れば、「蕪擁と驚灘は》ずれも野蕎3を捲すと記してある。蹄ち、講義語で

ある。

i2．見串・共通

　　品　　　詞

　　英語・其通

　　糶市・訳読

　　井上・訳語

B海s難

登．

to麟㈱も。伽馳曲・
痩人見董，令優見醜。

使人晃董，令恒見董。

　底本の訳語葬令恒見醜3が訂増版で「食傷見惹雄に修訂されている。しかし、

実質上ゼ醜3とゼ養蓬の入れ替えとなっている⑪郵醜達はヂみにくい盛という

意味で、ゼ蓋」は職｝じる葺という意味である。こみ2文字だけだと、意味上

のずれがある。ところが、「見醜まと夢見董藩になるとそれぞれ「醜態を見ら

れる」、購をかかされる韮の意味を表し、類義語になる。したがって、r令優

見醜達とヂ令優見董」を類義語として擾うことにした。

i3、見掛・共通

　　品　　　講

　　英語・共通

　　羅奄・訳語

　　井上・訳語

B短sもεぎ塗91

貧、

登。量sy玉渡しet台数sio簸．

矜誇，誇大．曝醗疇．猛誇。

矜誇．誇大，難昭嗜，矜誇，猛狂，猛蕩牲燥。

底本の訳語匿謝が訂増版で賠謝に修訂されている・匿謝と諾

誇」はいずれもrうぬぼれて、もったいぶる藩という意味であ鯵、講義語であ

る。　しかし、この修論「の結果、井上1・訳語のほう1こ馨今誇豊が二つとなむ、不

自然な形になってしまった。これは購らかに訂堰版の修訂ミスである。
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　なお、井上・訳語のほうのr猫狂，狸蕩，性繰葺の3語は訂増版で新たに増

補したものである。

i4．見欝・共通

　　品　　　詞

　　英語・共選

　　羅奮・訳語

　　井上・訳語

Bo護y

簸．

a愚。吻。猛鎗。警s、

一陣兵馬，一隊兵馬，一彪兵馬，一枝人馬。

一陣兵馬，一隊兵馬，一彪兵馬，一枝人馬。

　この項では、底本の訳読ゼー陳兵馬］が訂増版で「一陣兵馬」．に修訂されて

いる。しかし、実質上「翻と「葎」の入れ替えとなっている。膳灘とゼ鐘達

の意味合いは上の「二・昼・a」4番で述べた遍鯵である。したがって、「一

藻兵馬」とト陣兵馬輩を講義語として擾うことにした。

　ところが、「Mo搬分離ち簸．達、「Mo磁ε簸絵搬y，段｛鋳・」、ヂMo盤磁もa「y’農’」な

どの見鐵しの項においても、底本の訳語の中に含まれているヂ陳達が訂増版で

陣まに修訂されているが、英認との対応から見てそれらを同義語の入れ替え

として縫えられないので、本稿では掃わず、欝途考察することにした。

i5．見出・共通　　B慧騰

　　品　　　講　　v．t、

　　英誘・共通　　七〇co簸鎌欝駐瞬撫fi艶、

　　羅布・訳語　　焼，焚，火焚，火焼，火化，鐵焼．然，火燃，樵．礫，熱

　　　　　　　　　燃，熾。灼，食，嬬，蟻，輝，燦，鑑，爆．嬉，埠，燃，

　　　　　　　　　熔，燧，竣，娠，熔。

　　井上・訳認　　焼，焚，火焚，火焼．火化，燥焼，然，火燃樵，礫．熱

　　　　　　　　　爆，熾。灼，盆，燈，鐵，輝，燥，鑑，麗，嬉，埠，燃

　　　　　　　　　罐，燧，媛，鰍，緯。

　底本の訳藷「燐」が訂増版で「騰建に修訂されている。「燃達は野火が盛ん

に黙える塞という意味であむ、菱燃塞はヂ焼くコという意味である。したがっ

て、この2譲を類義語として掻うことにした。
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　なお、訳藷r緩盛から「慶まへの修訂は、訂増版の修訂ミスであ鯵、訳語

ヂ燃」からr鐵強への修訂も講義藷・類義藷の藻類に入れられない。これらは

撰途考察することにする。

欝．見当・共選　Ca盤£o

　　品　　　詞　　盤．

　　英誘・共通　　cotto簸cio抜．

　　羅奮・訳語　　布，白洋奄。

　　井上・訳護　　窃，檎姦。

　底本の訳語泊洋窃まが訂増版でギ横布韮に修訂されても・る。「白洋薦」は

舶来の「白い奮」という意味であむ、麟癒している英認が難航も。登。董。撫雄で

あることからも分かるように、実質上ヂ縮布達のことを書っている。現在の禰

点で、この2藷を瞬義語として捉えるのは疑問が生Cるだろうが、欝糧総のこ

とを念頭に置いて、本稿ではこの2認を講義語として掻うことにした。

i7．見懲・共通　　　C簸e蕊

　　贔　　　詞　　翠．も．

　　英語・共通　　toδεC8撫e　a寵δe£r＆慧曇麺段も欝9＆鑑

　　羅幕・訳語　　歎騙，曝騙，籔驕．駆．擁驕，講駆．撞騙，護騙譲騙，

　　　　　　　　　麟驕．諏，譲騙，歎驕，歎購。

　　井上・訳語　　歎驕，嘆驕，職驕，擁，擁驕．講駆，撞駆，護騙，譲騙

　　　　　　　　　彪騙，諏，譲驕，梶騙，歎購。

　底本の訳語の中に郵歎驕葺が二つあるが、後のほうが訂増版で「槻驕達に修

訂されている。ゼ歎驕葺と「梶駆」はいずれも影驕す涯という意殊である。露

ち、この2語は講義語である。この項1ま底本に講じ訳議ヂ歎驕墜が二つあった

ため、訂増版で修訂を施したものと思われる。

籔見鐵・共通　Ciot簸es

　　品　　　講　　簸．

　　英語・共通　　＆s縫魏。ぞ。童。撫鱒．
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　　羅布・訳語　　一脱衣駿，一套衣裳，一襲衣。

　　井上・訳語　　一騰表綴，一套衣裳，一襲衣。

　底本の訳語「一騰衣騒」が欝塔版で「一説表羅」に修訂されている。r衣服」

と比べて「表澱葺のほうが意殊範疇が小さいが、この2譲は類義語である。

総見鐵・共選

　　品　　　講

　　英藷・共通

　　羅布・訳語

　　井上・訳語

Co瓢撫盛鰓

嚢妻r．o虻農．

ex夢rεs蕊簸99薮9蓄．

告不安，議不樂，憂魏。

告不安，議不安，憂霞。

　底本の訳語ヂ説不樂塞が訂増版で「説不安3に修訂されている。ヂ不樂3は

「喜ばない玉ヂ不安」は「安心できなも寸という意殊なので、「不樂」とr不安」

は意味上のずれがある。しかし、英認艶聯艶ss塗εgriε録との対憾から見て、

野説不樂諺と「説不安」はいずれも訳語として適窃である。したがって、この

2語を類義語として蔽うことにした。

2§．見鐡・共通

　　品　　　詞

　　英譲・共選

　　糶市・訳語

　　井上・訳語

Co灘βiy

翠．董．

tO　CO搬茎｝茎y　w詫蟹玉憩室｝勢0茎》¢擁y．

薩糎放難，狗縦，殉，殉。

薩拒救難（飽），狗縦，殉縦，殉。

　この項は、一見底本の訳語謹選優放肆」とε殉まがそれぞれ訂増版で「陵優

敏鐸（勉）窪とヂ縦殉］に修訂されているように見えるが、実は訂増版の訳語

葬薩拒放難（地擁の中の「紬」は底本の発音表記の中にあったものである。そ

れを訂増版でただ機械的に訳語のすぐ後に移動してきた。その結果、このよう

に分かりにく輪形になったのである．これ韓：上のヂニ・叢・a」の5番と購む

ノぐターンである。

　懸ち、この項は実質上底本の訳語欝殉雄が訂増版で「殉縦塗に修訂されただ

けであるゆ「殉」には霧蓮う葺という意味があ鯵、ε縦」には「放｛壬する蓬とい

　　　　　　　　　　　　　　　一i4一
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う意味がある。ゼ漢語大詞典選ではr殉縦雄を確認することができないが、「殉建

と「縦葺の緩み合わせでできた単譲として見ることは可能であろう。そして、

封癒している英語を見ると籔殉縦韮はまさにそれに合わせた形となっている・

　なお、蕨i本のほうに訳語「殉遜が二つある。訂塔販では、それを是正するた

めに修訂を行ったものと懇、われる。

2i．見越・共通

　　晶　　　詞

　　英語・共選

　　羅姦・訳語

　　井上・訳護

Cor群星綴t

＆．

SもO慧も，　r農も．

羅大，麗麗，麗躰，骸麟，聾，磧大，縫麺，駿。

麗大，麗灘，肥躰，髄麟，膿蜂，顔大，璽，麗欝，肥筋，

膿。

　底本の訳語「膿藤」が訂増版でr纏鋒」に修訂されている。「駿」と「騰涯

はいずれも彩斑える韮という愚昧があるので、「膿籐3と「腰鋒」を講義譲と

して振うことにした。

　また、底本の訳語「鋒駐」が訂増版で［鋒紅』に修訂されているが、これは

底本のミスを訂増版で修正したものである。この類のものは雛途考察すること

にする。

　なお、井上・誤認のほうの「醗鉾，麗肪垂が訂壊販で新たに塔補した訳藷で

ある。

22．見出・共通

　　晶　　　講

　　英語・共通

　　羅布・訳読

　　井上・訳語

Disti簸竃簸is数

v．t．

to磁sもi難解圭s鼓甑is£ro灘七難t・

分題彼鑑

分癬彼鋤。

　この項では、実質上「分馨彗」がr分馨」に修訂さ歳ている。しかし、ゼ分磯］

と「分辮窪は疑ずれもr医欝をつける匪という意殊で、瞬義譲である。したが

って、「分甥彼此謹と「分辮波動3も講義認として擾うことにした。
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　ちなみに、現代中蜜語では、このような場合、井上・訳譲のほうの「分辮彼

擬露を一般的萎こ梗照される。

23．　見奎盤・三葉…通

　　島　　　詞

　　英語・共通

　　羅帯・訳語

　　井上・訳語

Pow簸

　
　
ロ
　
　
ゆ

　
　
麺
莚

　
＄
耗
耗

　
ゑ　

翻
鶴
耗

　
～

　
ぞ
　
　
ラ
　
　
ナ

　
G
疑
毬

　
　
　
ぎ
　

ヤ
　

う

　
短
毛
毛

　
畿
毫
毫

　
e

　
ぞ
　

チ
　

ラ

　
も
毛
毛

　
㎡
幼
幼

　
S

　
㌫
巖
饒

　
漉

　
登
　
ヤ
　
，

　
慈
毛
毛

嵐
撫
毯
毬

　この項では、底本の訳語「擁」が訂増版で「毬まに入れ替えられたものと患

わ趨る。底本と訂増版を照合してみると、この2語の醗羅がずれているが、そ

れは、訳語「疑」との醗列が入れ替えられたことにすぎない。『漢認大字典選

によれば、紅灘婆は纏灘の意秣であ猷籔毬まは野毛」の意味である。したが

って、野猫鑓とr毬」を類義語として掻うことにした。

2塗冤鐡・共通

　　品　　　講

　　英誘・共通

　　羅祷・訳認

　　井上・訳藷

醗ecも睡琢

＆幽、

w童t塾　e｛1董1εc宅．

蕎癒験，有成勢，蒼成穀，鳶形邊。

奮癒雛，奮成功，有成功，霧形致。

　底本の訳語「有成鼓謹と「有形邊ijがそれぞれ訂増版で「有成功」とゼ有形

鼓董に修訂されている。ザ有成数塞は「効果がある達という意陳であむ、ゼ有成

功塞は野ある目的に達した」という意味で、この2語は類義語である。しかし、

こめ修訂の結果、井上・訳語のほうに「鳶成功攣が二つとなむ、不日然な形に

なってしまった。これは明らかに訂増版の修訂ミスである。

　なお、底本の訳語「有形蓬」は「形跡がある窪という意秣で、英語「蟻綴

e登㏄擁との韓琢を成していない。そのため、訂増額で修訂を施したものと思

われる。この類のものはまた勝途考察する。

　ちなみに、理代中馨語では、井上・訳語のほうの「喬成功3よ滲底本の訳語

野薄影女雛のほうが｛吏璽される。
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26．見識・共通

　　晶　　　詞

　　英語・共通

　　羅布・誤認

　　井上・訳語

蹄蕊

v．亀．

to　elect　ξro葺集　＆簸　o｛ぞ重ce．

霧，黙，革職。

霧，難革，革職毒

　底本の訳語麟購が訂増版で「難草葺に修訂されている。野離達とヂ黙革涯

はいずれも「罷免」の意味があ妖同義語である。

26．見出・共通

　　品　　　講

　　英語・共通

　　羅毒・訳語

　　井上・訳語

（二｝e簸もi登醗a盤

簸．

＆搬a登　0ぞ｛姓慧C＆t重0澄農鍛睦900｛産むギee｛盤登§．

先生，老緬，相公，老爺．紳士，郷竃，繕紳先生。

先生，老麟，梅公，老爺，紳士，郷富，君子，鄭紳，縉紳

先生。

　底本の訳語「鄭竃藩が訂増飯で夢郷官嵯に修訂されている。「郷竃」はヂ退

織している元役人」という意味なのに対して、「郷窟藩は「現役の役人」とも・

う意味上のずれはあるが、「紳士董を毒すという意味では類義語である。

　なお、井上・訳語のほうの「君子、郷紳」は惹増版で新たに増補した訳語で

ある。

27．見轟・共通

　　品　　　講

　　英語・共通

　　羅布・譲語

　　井上・訳語

Gi麗ε

亨．も．

to　誹aze，　＆s茎｝oもteyy．

上麟，上磯水，穂。

上総．上徳水，穂。

　この項では、底本の訳語に含まれている懸副が訂塘版でゼ櫨雌に修訂され

ている。蓼漢語大字典潅によれば、「独葺は「穂漣と講じだと記してある。さら

に「穂」の項では、「一般的に懇とする」となっている。

　即ち、「軸］と「櫨｝が講義語なのである。したがって、ヂ上懸」とr上濾」、
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籔上曲水」と野上濾水重も同義語として擾うことにした。

　ちなみに、現代中国藷では、このような場合、一般的峯こ井上・訳語のほうの

「継継が使矯される。

28．見出・共通

　　品　　　詞

　　英語・共通

　　羅布・訳語

　　井上・訳語

R溢r

難、

嫉麓s麟戯書。簸e磁

頭髪竪起，毛竪，髪繋，毛欝聳然。

頭髪竪起，毛竪，髪辣，毛骨鏃然。

　この項では、実質上底本の訳語の中のr讐」が訂増版でギ錬」に修訂されて

いる。ゼ聲」と「辣」はいずれも「纏れる3と野立っ逃の意練があ鯵、講義語

である。したがって、「髪劃と「髪蜘、r毛管聳然葺と「毛母鹸然」も講義

語として擾うことにした。

　ちなみに、現代中騒語では、このような場合、一般的に底本の訳語「毛母繋

、然雌のほうが使鶏される。

29．見鐵・共通

　　品　　　詞

　　英藷・共通

　　羅薦・誤謬

　　井上・訳語

H錨91

v、i．

も。簸躍ε曲。櫨敏鐸s臓

歩歩銀住，掛産杉羅，繋於人。

歩歩銀往，掛在診尾，繁於人。

　底本の訳語r掛在杉羅」が訂増飯で「掛在診剛に修訂されている。しかし、

実質上ゼ杉韮と「診」の入れ替えとなっている。ヂ杉達と「診」はいずれも

「一重の服］という意味があむ、國義譲である。したがって、「掛在杉尾達と

ヂ掛在診羅」も講義語として籔うことにした。

　ちなみに、幾代中薩誘では、底本のほうの睡多」が一般的峯こ｛吏欝されるの

　なお、底本の訳譲「繋於入」が訂増飯でゼ繁於人3に修訂されているが、こ

れは訂増版の修訂ミスである。この類のものは震途考察することにする。

3馨、見出・共通　He灘

　　　　　　　　　　　　　　　一i8一



井上哲次郎の罪証増英華字典遷に於捗る訳語の修欝についての考察纏〉（金敬雄）

　　晶　　　詞　　v．も．

　　英語・共通　　もO漉磁撫eめw醗e磁0ξ＆6艶SS．

　　羅布・訳語　　携杉藤。

　　井上・誤認　　銚診脚。

　この項も上の2§番と瞬様で、蓼携杉灘擁とr擁診羅擁を溝義語として援うこ

とにした。

3茎．見鐵・共通

　　品　　　詞

　　英語・共通

　　羅箱・訳語

　　井上・訳語

聾琶懲媛ε

＆．

焼玉s　v窃ry盤琶醗漉．

蟹好謙卑，勉甚謙厚。

優厚謙卑，纏甚謙厚。

　籔本の訳語「優好謙卑まが訂増版でヂ優厚謙卑藩に修訂されている。しかし、

実質上r好雌とr厚」の入れ替えとなっている。「好塞と夢厚」はいずれも讃

詞として使罵されていて、意味土類鱗している。したがって、「繕好謙卑雌と

ヂ題厚謙卑藩を類義藷として籔うことにした0

32．　見建玉．共選　　　　亙翼腹筋窪i貧e簸亀

　　品　　　講　　盆．

　　英認・共選　　擁盈麺¢魏曲聡鍵．

　　羅窃・訳語　　好陰，將臨之危，塁舞之危，危急，撚震之急，垂危，危在

　　　　　　　　　旦夕。

　　井上・訳語　　好陰，將臨之危，累舞之危．危急．燃羅之急，垂危，億在

　　　　　　　　　旦夕。

　底本の訳語「攣罪之危」が訂増版で「累舞之危」に修訂されている。しかし、

実質上ド墨3と「累重の入れ替えとなっている。「墾雌とゼ累まはいずれも

「累積擁の意味があむ、購義語である。したがって・「攣舞之危雌とゼ累罪之危葺

を溝義語として籔うことにした。

33．見鐵・共通　　Obs撫蕊琶

　　　　　　　　　　　　　　　　一欝一
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　　品　　　講　　＆．

　　英語・共通　　s雛蕊。撒、

　　羅布・訳藷　　携頸曝，飯頭的，梗頸的，璽麺，遙逆，ヨ抗・櫨鑑磐遙・

　　　　　　　　杵。

　　井上・訳語　　携頸職，板頭的，硬頸的，璽，蓬逆，考抗，籏鵬舛蓬，

　　　　　　　　杵。

　この項縁、底本の訳語「梗頸的」と夢頑梗」がそれぞれ訂増版でヂ硬頸的ま

と「頑硬」に修訂されている。ゼ漢語大字典墨によれば、r硬」には、ε強い、

執拗などの意殊があむ、鞭達には畷直、まっすぐ操という意味がある・

また、『漢語大詞典悉のr梗達の項では、ゼ硬化3を取セ）あげ、それはヂ頑園で

教化に縫わないことを言う3と記してある。またギ梗頑強は、ヂ頭嚢講の意殊

だと記してある。これらの解釈からゼ硬」と「梗4の意味が類鍛していること

が分かる。したがって、ゼ梗頸的透と「硬頸的蓬を類義語として掻うことにし

た。

　r頑梗まと「頑硬］1滋・ずれもぎ漢語大詞典蓋に収録されて継る。そして、

ゼ頑梗」にはヂ愚かで服従しない彊という悪辣があ駄「覆硬達はヂ硬い、頑強懸

という意味だと記してある。鄭ち、「頑梗塞はマイナスの意味合魏があセ入ギ頑

硬」はマイナスとプラスの両方で綾羅できるという違いはあるものの、意殊上

類似点がある。したがって、この2語も類義語として擾うことにした。

3履、見鐡・共通　　　Pe＆r

品　　　詞

英語・共通

羅姦・訳読

井上・訳語

鷺、

伽戯量vε夢e鍵G£語琶so羅犠。蓄C飯総

沙梨，沙業。

砂梨，渉業。

　底本の訳語r沙梨3が訂増藪で「砂梨」に修訂されている。しかし・実質上

ヂ沙」と「砂」の入れ替えとなっている。「沙」と「砂」は獅ずれも「綴かい石

粒塞という意殊があり、講義藷である。また、ヂ沙梨達は特定の一高種の梨だ

　　　　　　　　　　　　　　　一2§一
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けを指す言葉ではないことから、本稿ではヂ沙梨」と「砂梨」も一応繕義藷の

藻類に入ることにした。しかし、ゼ漢讃大講爽悉にはゼ沙梨涯は収録されてい

るものの、「砂梨」は確i認できない。また『現代漢語詞典潅（欝89年版）　にも

「渉梨謹しか載っていない。したがって、この項は訂増版の修訂ミスと見なす

べきであろう。

35．見鐡・共通

　　品　　　講

　　英語・共通

　　羅霧・訳読

　　井上・訳語

Pe媛登ct至y

a細．

｝）¢rぞ㏄纏y暮oo｛墨．

全書，全好，叢善。

全書．善好，盤全。

　この項では、底本と訂増版の訳語の蝿慈から見て、「全好重が夢善野塞に、

野蓋善藩が「壷金3に修訂されている。ところが、よく見ると底本の訳藷を構

成している蟹文字が訂増蔽で新たに績み合わせられたことにもなる。この点か

ら、これは訂増額を製版とする際起こった簿らかのミスによるものだろうと推

翻することもできる。しかし、訂増版の訳議貯蓄野，壷金3が底本の訳語「全

好，叢善葺と意鎌止類似しても・るので・類義語として捉え、本稿で擾うことに

したα

36．　見鐡・共通　　　Pでay

　　品　　　講　　亨．圭．

　　英藷・共通　　も。　a慮艶ss旗琶S聯re艶8Be撫琶wi撫r解e驚蹴e＆寵

　　　　　　　　s｛）ie搬無詫y、

　　羅布・訳語　　蔽薦，告霧，椀薦。

　　井上・訳語　　訴霧，告霧，新講。

　底本の誤認郵概薦謹が訂塔版でε議薦」に修訂されている。「祝祷達と「新

藩雌はいずれも「祈顯する」という意味であむ、講義藷である。しかし、修訂

の結果、井上・訳語のほう毒こゼ新毒壽」がこ1つとなむ、不自然な影になってしま

った。これ萎ま明らかに訂増版の修訂ミスである。

　　　　　　　　　　　　　　　一2i一
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37．見慮・共通　　　P讐業。墾駐se

　　晶　　　講　　Ψ．も．

　　英藷．共通　　　0もも＆童簸綴蓋by夢野rc鼓＆S歌

　　羅奮・訳語　　買倒。

　　井上・訳語　　買到。

　ゼ撰雌と「到達の意練合いは上の「二・1」のi番で遽べた通馨で、「買倒達

とr買到董を懸義語として擾うことにした。

38．見鐡卓共通　　　P穫rc魏総e嚢

　　品　　　　詞　　鞭．or　a、

　　英藷・共通　　も。難聴脚y磁薦εδ．

　　羅窃・訳語　　買倒。

　　井上・訳語　　靉靆。

　上の項と同様で、ヂ買倒擁と「買至撰を講義語として接うことにした0

3§．見鐵・共選　S羅麟s3

　　品　　　講　　v．も．

　　英藷・共通　　も。　s願短麟撫wo磁鍵碇段盤aze鵬2簸t．

　　羅布・誤認　　令出奇，硬出奇，硬驚誘。

　　井上・訳藷　　令墨奇，痩串異，使驚誘。

　底本の訳語ヂ硬出奇淫が訂増版で「梗串異」に修訂されている。「趨異盛も

「出奇」と同様に「普通でない雄という意味なので、ヂ梗繊奇」とr使出異漣を

講義語として掃うことにした。

　ちなみに、現代中露語では、底本のほうの「出奇達が一般的に使繕される。

鶴．見鐡・共通　　　Vi盤。簸s

　　品　　　詞　　＆．

　　英語・共通　　嘘沁蕊塩鍛9駁a齢．

　　羅窃・訳語　　数壌磯語頭，騨説。

　　井上・訳詩　　壊駿語頭，郷議。
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　底本の訳藷郵敗壌犠語頭達が訂増飯で「壌磯話頭」に修訂されている。しか

し、実質上轍藩が抜けた形になっている。ゼ敗壊」と「壌」にはぜ悪い」と

いう意味の程度の差はあるものの、ほぼ縫じ意味である。したがって、徽壌

駿語頭建と「壌駿話頭］を講義語として擾うことにした。

4i．見鐡・共通　W段ter一猿a豊

　　品一　　詞　　簸．

　　英藷・共通　　＆も。就盤錯．

　　羅布・謙譲　　水手，舟子，構，筋，膀，榜人，水練。

　　井上・訳語　　水子，舟子，槍，麟，鵬，授人，水練，蛋家。

　底本の訳語「水手］が訂増飯で「水子3に修訂されている。ゼ水手」は野水

夫」の意味であ勢、「水子」は「水鄭の子」という意殊になるのであろう。ヂ水

子猛自体にはヂ水夫達の意駿はないものの、ヂ水鄭の子諜だったら、舵取鯵な

どは当然できるはずである。したがって、「水手雄とギ水子淫を類義語として

掻うことにした。

　ちなみに、現代中石語では、このような場合、底本の訳語「水手葺のほうが

一毅的に使駕される。

　なお、井上・訳藷のほうの「蛋家雌は訂増版で新たに増補した誤認である。

42．　見銭星章共通　　　脚｛践9盤

　　品　　　詞　　v．t、

　　英語・共通　　も。　we室鯵。魏墨s　wo撮s．

　　羅布・訳譲　　構其欝，準真字。

　　井上・訳語　　講其欝．準其欝。

　底本の訳語「準真字まが訂塔飯で「準其鍵」に修訂されている。しかし、実

質上「字」と「欝」の入れ替えとなっている。封癒する英語「to　wε重麟。翻s

wo羅毒の訳語として、現雀の複点から害えば、当然底本の訳語は聞違いで、

井上・訳語のほうが適切だと聡擬することができる。

　しかし、特に古典中国語には単文字の語彙が多く、その際、文字と語が重な
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ってしまう。また、王8§8年難行された蓼馬氏文灘では品詞名にr名字、動字」

など「字婁を獲賭している。羅ち、ゼ馬氏文遷では単語のことを野手盛と穢

している。鎌上のことを踏まえ、底本の訳語「準真字墨と訂増額の訳読障其

欝まを講義語として擾うことにし、本稿で取馨ま二げた。

達3．　見出・共莚嚢　　　W無銭e

　　愚　　　講　　資．

　　英語・共通　　雄垂もtie　w難童至e．

　　羅薦・訳語　　有幾醗，無幾久，不久，不多時，少許，羅蒔，片時，暫盤，

　　　　　　　　　嬉野。

　　井上・訳語　　有幾藏，無頼久，不久，不多時．少許，騒時，片聴暫昼，

　　　　　　　　　嬉且。

　底本の訳語r無幾久遜が訂増版で籔無頼久］に修訂されている。しかし、こ

の2語はいずれもε時懸があま鯵経遍して》ない3状懇を表すもので、購義認

である。

　　む．英藷に改訂が超えられて耽るもの

　次のi、2番は訳語が対癒している子見越しの英語に改訂が施されているも

のである。しかし、いずれも訳議の修訂とは直接縫達して》ないので、ここで

は表記に留めることにし、その考察は鶏途行うことにする。なお、改訂されて

いる英認の部分にアンダーラインを付して示す。

i．見越・共選

　贔　　　講

　羅布・英語

　井上・英語

　羅奄・訳語

　井上・訳藷

Ai董y塗9

夢夢「・

もy獄arri鰭歌

聖憂）y磁arri農9歌

結親，聯綬。

結親，聯絡。

この項では、底本の訳語聯翻が訂増版で「聯絡」に修訂されている。英
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譲との繋恋から見て、底本の訳語彩聯幾」のほうがよむ適燐であるが、職親憾

と購織が酷びっGという鰍で毒瀬籔点があると捉え・この2語を類

義語として籔うことにした。

2．見惑・共通

　　品　　　講

　　羅袴・英語

　　井上・英語

　　羅奮・訳語

　　井上・訳議

B＆se識x）罫数

取．

yo猛　董｝段S窃識｝or簸　r簸簸も・

Boで簸　0鞍t　o童w｛う｛簸ock；yo難も＆se一旗〉r簸r簸簸t・

賎鷺頭。

底骨頭，鷹母生的。

　この項では、底本の訳語「賎骨頭まが訂増蔽でゼ底骨頭逢に修訂されている。

「獲骨頭」は「卑しい人注という意味である。「底」はぜ抵重と同様の意味でも

翻され、陣し瞬という意味がある。購、r底骨頭」も陣しい超とい

う意辣になる。したがって、「賎骨頭］と「豚骨頭重は講義語であるむ

　ちなみに、現代申蜜語では、底本の訳語警護骨頭盛のほうが一般的に穫1絹さ

れる。

　なお、井上・談議のほうの糠義母生的漣は誕増版で新たに増補した訳語であ

る。

三、終わ》に

上では井上哲次郎の罫訂増英華字典選における疑義語・類義語の入れ替えに

よる訳語の修欝について考察してみた。しかし、いったい講義誘と類義語のど

ちらにすべきか、鵯懸にとまどう項目もあった。広い意殊で全部類義語と推す

ることも有鯵得るが、上で見たように全体的に講義語の藻類に入れるべきもの

が涯鱗的に多かった。したがって、比較対象となっている訳語同士が濁じ意味

で硬幣されていると考えられるものは潟義語として振い、それ地、類撤する意

味で綾羅されていると考えられるものは類義語として掃うことにした。また、
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行政歓会譲集　第欝巻　第2弩・

ヂ白洋奮」と「檎霧藩、「準真字」と「準其欝」を、堤在の椀点では講義譲とし

て鍵えられないが、本稿では総量紀のことを念頭に趣・て嗣義語の藻類1こ入れ

ること毒こした。

　取上のことも踏まえ、講義語・類義藷の入れ替えによる訳語の修訂を考察し

た結果、次のような特徴が確認できた。

　A．底本のミスを修托していること。紅二・慶・＆3の鴛、驚番の2項がそ

　　れである。

　B．瞬らかに講’増版の修訂ミスによると思われるものがあること。「二・叢・

　　a」の捻、24、3導、3臥36、4§番の6項がそれである。

　C．単文字の単語を二文字の単語に修訂していること。ゼニ・登・33の2、

　　25番み2項がそれである。

　D．瞬義譲・類義語め入れ替えをした後の訳語が、現代申蜜語における使驚

　　と一致しているものが、次の葺項ほどある。これは複数項におも・て講一漢

　　字の入れ替えとなっているものを全蕪含めた延べ数である。

　　r二・雛のi、2、3、4、7番

　　「二・昼・a　jのi、2、畦、5、欝、慧、16、22、2？、3？、38、戯番

　猛．瞬義語・類義語の入れ替えをしたことによって、本来現代中国語におけ

　　る痩爾と一致していたものが、一致しなくなったもの、書籍換えれば、修

　　訂鉄蕩の訳語のほうが現代中震譲における綾絹と一致しているものが、次

　　の8項ほどある。これは複数項において属一漢字の入れ替えとなっている

　　ものを全鶴含めた延べ数である。

　　「二・碁の8番

　　r三遍・鱒の24、28、2§、鎗、39、4i番

　　ド二二弔豆・b藩の2妻聾

　F．講義語・類義認の入れ替えと言っても、実質上、訳語の権威部分の文字

　　が入れ替えられたものが多い。そして、それらの多くにおも・て字体が類似

　　している。
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昇上哲次懸の置欝増英華字典善に於ける訳語の修訂についての考察（欝）（金敬雄）

G．本稿で籔つた53項の内、講義語の入れ替えが3§項あ獣類義認の入れ替

　えが錘項あった。また、すでに搬稿（涯の逢一も）で考察したように、字

　瀬の変更による同義語の入れ替えは9項ある。縣ち、井上哲次郎の蓼訂増

　英華字典垂全巻における同義語・類義語の入れ替えとなっている訳語の修

　訂が競願ある。その内、講義語の入れ替えが計娼項で、類義語の入れ替え

　となっている錘項より涯蟹的に多い。

登．訳語の修訂に一貫性が欠継ている鍵面がある。次はその鰍である。

　①　「蟹嵯とヂ到達の入れ替えによる訳語の修訂項欝がヂニ・亙ユの転

　　　2、3、7番と「二・疑・a涯の5、37、38番の計7項を確認すること

　　ができた。しかし、駿〉e艶ct，v．奄．3の項峯こは訳語「捜轡鐸賎匪まがあるが、

　　訂増版でそれをそのまま継承し、修訂を施していない窃

　②「二・舅の蓬番では「巌仔」を骸晃婁に修訂している。しかし、

　　「A透鍵盤㏄灘¢e，論．」、ヂC懸盤，登．墨、ゼC擁曲oo風　臓」などの項では底本

　　　の誤認ゼ徽仔蓬の駆分をそのまま纒承している。

　③に・恥3」のi番では「尉をr源」に修訂している。しかし、

　　　臨a至yzε，v、も．涯、rp¢臨v．t．」頒で1癒本の訳語雑劇などを

　　　そのまま纒示している。

　　④「二・叢・a謹の欝番では「干」を「岸崖に修訂している。しかし、

　　　「Ba挑，職．」の項では底本の譲語r潮干，江予感をそのまま継承してい

　　　る。

　なお、字顯の変更による講義語の入れ替えとなっている9項も含め、井上哲

次鄭の匿訂増英華字典選全巻における瞬義語・類義語の入れ替えがA～Z誕に

おける分布状溌は次の選吟である。
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行政鮭会論集　第捻巻　第2号

A B c P 建 碧 G 簸 至 o P s v w 小計

翼　　義　　語 8 § 珪 i i 工 i 3 2 巷 尋 2 i 2 39

類　　義　　譲 i 3 2 i i i i i 騒 i i 騒 § i M
字顯変更の織義藷 2 i 暮 § § 3 § i § 馨 i 茎 § 春 9

小　　　　　計 葺 i3 6 2 2 5 2 菖 2 茎 6 3 i 3

合　　　　　計 §2

淫

轡　井上哲次鄭の『諺増英華字典雲はi鱒5隼§用器醤ゆまに書募から幽している

　複灘本を｛吏矯したひ

麟　本稿で1灘§§5年薩藤鼠義・成澤勝共綴のC薫）£OM獲麟版麺ブシャイド『英

　華字典お（アビ讐ティ株式会娃〉を綾羅した。

轡　「井上哲治鄭のダ舞塔英華字典凄に於ける訳語の欝織紐ついての考察」ゼ蕎政

　娃会論集譜第簸巻第護号　欝§9隼3月5蓉　福島大学行政議会学会

韓　a．「井上哲次郎のゼ訂壊英華字典薩に於ける訳語の修訂についての考察（亙）

　　　一符号に麗わる訳語の修訂一ぎ背政経会論集譜第鴛巻第2号　欝鰭年

　　　？月3細　福島大学行政握会学会一一

　　も．「聾上哲次郎のゼ訂蟻英華字典誰に於ける談藷の修訂についての考察（恥

　　　一字纈の変更による談議の修訂　　」ゼ行政縫会論集譲第欝巻第i号

　　　臆巷§隼畦月器8　福島大学行政縫会学会
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